



















































(1. 3):(1. 2)を用いると，い||＝ｍａｘ{〈y, Ax〉：x^R", y^R"'パx＼＼
= 1, ||v||= l} = max{〈'Ay, X〉:エＥＲ゛，ｙＥＲ”≒||ヱ||＝1，11ｙll＝1}＝||ツ111.
(1. 3'):特異値分解を用いることによりこの等式が得られる。





















































































(2. 5)　||Mi'A/,-7V,W,|| = irMiMII = I|'M2MII =max{i;の対角要素}，
(2. 6)　μ(釘1'釘1－/V2W2)＝μ(Wlyv1)＝μ('Ｍ，Ｎ，)＝ｍｉｎ煩の対角要素}。











































































例　w(d)='(cosd, sin^), R(d) = (w(d) w(π/2十∂))(原点を中心とする
角θの回転の行列)とする。ｙをω(π/3)Ｒに沿った副O)Ｒ上への射影
　　　　　　　　　　　　　　　― 140－
とすると，　Jｕﾉ(－π/6)＝
ｕﾉ(O)2/Ｊ,佃ﾉ(π/3)＝Oである
から，ｆの特異値分解は
である。y(R2)＝ｕﾉ(O)Ｒ　と
Ker(/)=M;(π/3)/2とがなす角
はπ/3であり，‖/ll=2/√3＝
l/sin(π/3)である。ｇを
w(一万/6)Ｒに洽ったw(jc/2)R上への射影とすると, guj(π/3)＝
ｗ(π/2)2/√3,gi･･ﾉ(－7r/6)＝Oであるから，ｇの特異値分解は
である。f＞,　ａをｗ(O)Ｒおよびz4ﾉ(π/3)Ｒへの正射影とすると，
(/－ｇ)(戸－9)を表す行列は
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